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（このニュースレターでは自由律俳句協会の最新の活動状況をお伝えしていきます） 

 

 

 「文学フリマ東京 36」に出店します！～作品出展のお願い   

 

 昨年に引き続き、春の「文学フリマ東京」に協会として年１回の出店をいたします。以下のように

開催へ向けての諸準備にご協力よろしくお願いいたします。 

                                   <実行委員長>  平林吉明 

<実行委員>さいとうこう、佐川智英実、篠原紀子、寺田和可、野谷真治、平岡久美子 

 

*****************************  文学フリマ東京 36 開催案内  **************************** 

◎日時：2023 年 5 月 21 日（日）12 時～17 時   入場無料 

◎会場：東京流通センター第一展示場・第二展示場 F ホール 

（東京モノレール「流通センター駅」下車すぐ） 

◎協会ブース：カテゴリー：詩歌/俳句・短歌・川柳  2 ブース（机 90 ㎝×45 ㎝） 

（出店場所は未定、当日会場入り口に案内があります） 

************************************************************************************************************ 

 

◆出展物の受付を開始します！ 

 今回は、会員の自由律俳句関連の作品の販売を中心とします。会員個人の句集や、グループでの合

同句集など出された方は、出展してみませんか？ 団体会員のメンバーも参加できます。皆さんの作

品を結社やグループの枠を超えて発表する機会として、ぜひご活用ください！ 

 販売価格は出展者のお申し出によりますが、自由律俳句を広く知っていただく機会とするために、

通常より低価格に抑えた“文フリ特価”も歓迎です。 

 

▶出展いただける方はまずご一報ください！ 

 出展物のお申し出は 4月 23 日(日)までに、まず協会アドレス＜jiyurituhaiku@gmail.com＞へ 

ご一報ください。送付方法など詳細をご連絡させていただきます。 

なお、着荷は 5 月 7 日(日)必着とします。 

 

◆自由律俳句協会発行の機関誌、ミニ句集、グッズも出展します 

 協会発行の機関誌「自由律の風」、ミニ句集「第２回自由律の泉賞」「てのひら句集(一)・(二)」も

文学フリマで販売いたします。新たな読者との出会いを期待したいと思います。 
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 文学フリマ当日は、結社・グループの紹介チラシ（機関誌「自由律の風」掲載文からまとめて作成

の予定）や、「第３回自由律の泉賞」の参加案内など、無料配布のチラシも用意する予定です。オリ

ジナルの「しおり」なども企画中。どうしたら文フリ来場者に足を止めていただけるか、昨年の経験

も振り返りながら、実行委員一同、知恵を絞っています。 

 また、今年は「自由律俳句をともに楽しもう！」という思いを込めて、協会ロゴ入りの缶バッジ、

文庫本サイズの薄型ノートなど、オリジナルグッズの販売も計画しています。どうぞお楽しみに！ 

 コロナ禍に伴い、会場で皆様にお目にかかれることを期待しにくい状況が続いていましたが、久し

ぶりにお仲間と集えることも楽しみにできるイベントとなりますよう願っています。 

                                                 （寺田和可） 

 

    「自由律俳句大賞」の実施へ向けて      

 

 自由律俳句は「一人一境」の開かれた俳句です。先人によって引き継がれ月並みに陥った俳諧を文

学まで引き上げ俳句とし、更に旧弊の慣習や約束の枠組みから解放されて新しい俳句の自由律俳句が

生まれました。こうした歴史の伝統を引き継ぎ更なる発展を願うことは、結社の枠組みに囚われない

自由律俳句協会の趣旨そのものと思います。 

 自由律俳句協会はまだ成熟した体をなしてはいませんが、自由律俳句をより多くの人に親しんでい

ただく一助として、自由律俳句を公募する賞を創設しようという発案が役員会で承認され、総会でそ

の実行が決まりました。「自由律俳句大賞」という名称のもと、現在、その実施へ向けて動き出して

います。結社に所属している人だけでなく、結社に所属していない人や初学者にも門戸を開き、可能

なかぎり間口の広い賞を目指します。 

応募は２句１組（1,000円）で何組でも可とし、選句は初学者の参加しやすさも考慮して選者選と

して、「大賞、準大賞、佳作、特別賞」などの賞を贈ります。選考結果は協会のホームページやツイ

ッター、ニュースレター、「自由律の風」などで発表し、11月の総会での表彰を計画しています。 

 今年度は、まず「第３回自由律の泉賞」で、来年度に行う予定の「自由律俳句大賞」へつなげる予

行演習ともする予定です。 

 実行委員の組織としては、大枠を作り、役員の担当を決めました（下記）。行程表をつくり一つ一

つ実行してゆく予定です。「自由律俳句大賞」の実行委員会には多くの人手が要ります。会員の皆様

のお手伝いとご協力がぜひ必要です。皆様が手を挙げてくださるようお願い申し上げます。 

（佐瀬風井梧） 

＜自由律俳句大賞 実行委員会＞ 組織の大枠と担当の役員（＊は担当リーダー） 

実行委員長……佐瀬* 

企画・広報：チラシ作成・大賞の企画……さいとう*・平林・寺田・野谷・富永 

渉外：結社・グループへの協力要請……佐瀬*・平岡・中塚 

渉内：自由律俳句協会会員（個人、団体）への働きかけその他……佐川* 

編集：打ち込み・選句票作成・集計……寺田*・さいとう・平林・篠原・平岡 

会計：出句費の徴収と支出……篠原*・平岡 

 

★今後は、各担当リーダーを中心に実行委員参加者を募っていきます。自由律俳句の明日のために 

私たちと一緒に汗をかいてくださる方、どうぞお力をお貸しください！ 
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●キャッチコピーを募集します！ 

「自由律俳句大賞」のような公募の賞では、投句募集チラシのキャッチコピーが大きな力を持ちま

す。会員の皆様からもぜひコピー案をお寄せください。            （企画・広報） 

 

   速報 ｢第３回自由律の泉賞｣を開催します     

 

 コロナ禍のなかで始まった通信句会「自由律の泉賞」、今年も開催します。前回同様、協会の会員だけ

でなく会員外の方も参加できます。今回は、「自由律俳句大賞」創設へ向けての先駆けともなるべく、よ

り広く参加者を募りたいと考えております。 

 1 人 2 句（未発表の句）を投句していただき、参加者の互選によって賞を決めます。今年は、新たな

賞も設けられる予定です。投句はメールでも郵送でも受け付けます。可能な方はできるだけメールでの

参加にご協力ください。 

投句作品と参加者による鑑賞は、昨年同様に「てのひら句集」のようなオンデマンド冊子にまとめて

文学フリマに出展したり、PDF 版を自由律俳句協会ホームページでも見られるようにするなど、より多

くの読者との出会いの機会を提供することを目指します。皆様の作品を広く発表し、同好のお仲間と交

流する機会として活用していただければ幸いです。 

投句締め切りは 2023 年 8 月 10 日。ぜひお仲間もお誘いあわせてご参加ください。 

（平岡久美子・寺田和可） 

 

 ★詳しい募集要項は次号ニュースレターにて。専用の投句用紙も次号に同封してお送りします。 

 

   第 3回きょうかいの句会 in Zoom のご報告    

 

 2023年 3 月 5日、第 3回となるオンライン句会「きょうかいの句会 in Zoom」を開催いたしまし

た。8名の方にご参座いただき、充実したひと時となりました。長く自由律俳句を詠んでこられた大

先輩から、自由律の扉を開いたばかりの方まで、個性の光る作品を一句ずつ丁寧に鑑賞し、ご意見を

賜りました。 

 句のなかに季節を限定する要素がない場合、その判断は読む人に委ねられます。ベテランの参加者

から、自由律俳句では季感にこだわることはなく読んだ人がどう感じるかを大切に……といったお話

を伺うこともできました。 

 また、大学で尾崎放哉の研究をされている学生さんが初めてご参座くださり、みずみずしい作品が

賛成を集めていました。研究のご成果も、いつかお伺いしたく思います。 

 所属や句歴によらず、さまざまな方が座を同じくできるのも、自由律俳句のおおらかさではないで

しょうか。Zoomでは遠方の方とも親交を深めることができました。また皆さまとご一緒できますこ

とを心待ちにしております。 

（篠原紀子） 
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 訃 報  末松茂孝氏が逝去されました 

 自由律俳句協会会員で「茉莉花」に参加されていた末松茂孝氏が 2023年１月 20日にご病気のため逝

去されました。ここに謹んでご冥福をお祈りいたします。 

 

     自由律俳句協会からのお知らせ       

 

◆機関誌「自由律の風」編集部より 

「自由律の風 第五号」を３月下旬に会員の皆様にお届けしました。今回より年１回の発行となりま

す。そこで次号からは「会員個人詠草集」を１人 10句といたします。新作に限らず、過去１年からの

選出と考えていただいて結構です。第五号の個人詠草集からの「五句鑑賞」と併せ、多くの方からの

投句をお待ちしております。第六号は 2024年 2月末刊行を予定し、投句および原稿の締め切りは 2023

年 10月末日となります。お忘れなきようよろしくお願いいたします。 

（中塚唯人） 

 

◆協会の公式ツイッターより 

フォロワー数：812（ 3月 30日現在） ついに 800 を突破しました！ ハッシュタグ「#きょうの自

由律」好評です。                                                          （さいとうこう） 

 

◆ニュースレター担当より 

自由律俳句の結社やグループでイベントを行う、個人・グループで句集を出したなどというときは、

ぜひ情報をお寄せください。wakat.jiyuritu@gmail.com まで。 

文フリなどのイベントの直前情報は、メールでお知らせすることもあります。       （寺田和可） 

 

◆会計より 

今年度の年会費の納入がまだお済みでない方は、以下のように納入をよろしくお願いいたします。 

 

 年会費：個人会員 4,000円（学生は 1.000円）  結社・グループ会員 3,000円 

 

 ＜会費納入先＞……振込用紙以外の振込み方法も可能です 

 郵便振替口座 口座記号番号 00180-9-417884 加入者名「自由律俳句協会」 

   ゆうちょ銀行 記号１００５０ 番号０３９６３１２１ 自由律俳句協会 

        他行より振込の場合、支店名：〇〇八（ゼロゼロハチ） 種類：普通 口座番号：０３９６３１２ 

                口座名義：自由律俳句協会 

 

 自由律俳句協会 事務局    <連絡先> 〒154-0012 東京都世田谷区駒沢２-28-14 中塚唯人方 

e-mail：tadato8008@nifty.com  TEL＆FAX：03-3422-6962 

 ホームページ：https://www.自由律.com/ ツイッター：自由律俳句協会＠jihaikyo 


